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加
藤
久
雄
著

『
犯
罪
者
処
遇
の
理
論
と
実
践
』

　
一
　
本
書
の
著
者
、
加
藤
久
雄
君
に
は
、
一
九
八
二
年
公
刊
の
「
治
療
・

改
善
処
分
の
研
究
」
が
あ
り
、
同
著
に
よ
り
、
一
九
八
三
年
に
慶
鷹
義
塾

大
学
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
（
そ
の
審
査
報
告
は
、
本
誌
五
六

巻
一
〇
号
、
一
九
八
三
年
、
一
一
四
頁
以
下
に
収
録
）
。
同
君
は
、
教
授
昇
進
の

年
限
が
迫
っ
た
一
昨
年
よ
り
、
法
学
部
の
内
規
に
従
い
、
「
学
位
論
文
又

は
そ
れ
に
準
ず
る
業
績
」
と
し
て
、
新
ら
た
に
一
書
を
ま
と
め
る
計
画
を

た
て
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
が
、
本
書
で
あ
る
．
と
も
す
れ
ば
、
規
程
や

内
規
を
拡
張
解
釈
し
て
、
昇
進
論
文
と
称
す
る
も
の
に
よ
り
仲
間
ぽ
め
的

な
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
な
う
や
に
思
わ
れ
る
昨
今
の
状
況
を
み
る
に
つ
け
て

も
、
私
共
は
、
筋
道
を
通
す
こ
と
を
常
道
と
考
え
て
い
る
者
で
あ
る
か
ら
、

同
君
が
、
永
年
の
努
力
の
蓄
積
が
あ
っ
た
た
め
と
は
い
え
、
学
位
論
文
の

ほ
か
に
、
そ
れ
に
相
当
す
る
別
著
を
も
っ
て
、
教
授
昇
進
の
た
め
の
相
応

の
精
進
を
示
め
し
て
く
れ
た
努
力
を
多
と
す
る
．
ほ
か
の
部
門
で
も
、
是

非
、
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
が
、
こ
れ
は
所
詮
、
心
構
え
の
問
題
で
あ
り
，

本
人
の
可
能
性
の
問
題
で
も
あ
る
．
自
分
自
身
に
妥
協
す
る
か
し
な
い
か

は
、
結
局
、
自
分
の
問
題
で
あ
る
し
、
人
に
強
制
し
て
も
、
で
き
る
者
と

で
ぎ
な
い
者
と
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
結
局
、
永
い
目
で
み
た
と
き
、

将
来
、
本
物
に
な
る
か
、
偽
物
で
終
る
か
の
分
岐
点
を
形
成
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
．
勿
論
、
厳
し
い
こ
と
を
要
求
し
た
者
は
、
そ
の
要
求

の
実
現
を
み
て
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
今
後
も
又
、
研
究
の
先
達
と
し

て
自
分
に
厳
し
い
者
で
あ
り
続
け
る
自
戒
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
達
と

後
進
と
の
こ
の
よ
う
な
競
合
関
係
に
よ
り
、
学
問
は
一
歩
ず
つ
前
進
す
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
、
以
下
、
そ
の
た
め
の
一
石
を
投
じ
た
い
．

　
二
　
著
者
は
、
前
著
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
保
安
・
改
善
処
分
に
関
し

て
、
内
外
の
論
著
を
比
較
検
討
し
、
精
神
障
害
性
犯
罪
者
の
処
遇
に
焦
点

を
あ
て
た
論
述
を
展
開
し
た
が
、
新
著
で
は
、
そ
の
視
野
を
拡
げ
、
犯
罪

者
処
遇
の
観
点
か
ら
、
「
処
分
」
の
み
な
ら
ず
「
刑
罰
」
に
つ
い
て
、
ま

た
、
「
施
設
内
処
遇
」
の
み
な
ら
ず
、
「
社
会
内
処
遇
」
に
関
し
て
論
述
を

展
開
し
て
い
る
．
そ
の
全
体
を
概
観
し
て
み
ょ
う
。

　
本
書
は
、
大
き
く
分
け
て
、
第
一
編
「
犯
罪
者
処
遇
の
基
礎
理
論
」
と

第
二
編
「
犯
罪
者
処
遇
の
実
践
」
の
二
部
か
ら
な
る
。
前
者
で
は
、
主
と

し
て
理
論
的
考
察
を
示
め
し
、
後
者
で
は
、
ー
著
者
が
実
践
を
し
て
い

る
の
で
は
な
く
て
1
内
外
の
犯
罪
者
処
遇
の
実
践
が
ど
う
あ
る
か
の
叙

述
が
主
で
あ
る
。

　
第
一
編
は
、
「
序
論
」
、
「
犯
罪
者
処
遇
の
基
本
問
題
」
、
「
犯
罪
者
処
遇

モ
デ
ル
の
一
試
論
」
、
「
社
会
内
処
遇
モ
デ
ル
の
一
試
論
」
、
「
刑
罰
と
処
分
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紹介と批評

の
関
係
」
の
四
章
か
ら
成
っ
て
い
る
．

　
こ
の
部
分
で
は
、
犯
罪
者
処
遇
の
最
近
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
「
処
遇

観
念
」
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
お
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ

い
た
処
遇
が
実
現
さ
れ
る
べ
き
か
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
中
心
概
念
は
、

「
社
会
復
帰
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
処
遇
対
象
者
を
現
在
の
社
会
に
無

理
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
の
者
が
内
的
・
外
的
に
自
立
し
、

主
体
的
人
格
・
社
会
的
責
任
を
も
っ
て
生
活
で
ぎ
る
能
力
を
獲
得
で
き
る

よ
う
援
助
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
従
来
、
犯
罪
人
を

病
人
と
み
な
し
、
病
人
の
治
療
を
類
推
し
て
受
刑
者
の
治
療
を
構
想
し
た

「
医
学
モ
デ
ル
」
か
ら
、
受
刑
者
の
自
主
独
立
を
う
な
が
す
、
新
し
い
処

遇
モ
デ
ル
ヘ
、
施
設
内
処
遇
重
点
の
処
遇
か
ら
社
会
内
処
遇
を
重
視
す
る

施
策
へ
と
転
換
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
こ
で
は
、
北
欧

や
ア
メ
リ
カ
で
従
来
推
進
さ
れ
て
ぎ
た
「
処
遇
行
刑
」
を
批
判
す
る
「
反

処
遇
思
想
」
、
そ
れ
を
や
み
く
も
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
わ
が
国
の
一
派

の
主
張
を
批
判
し
、
犯
罪
者
の
「
人
権
』
と
社
会
の
「
安
全
」
を
調
和
さ

せ
る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
犯
罪
者
処
遇
モ
デ
ル
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。

そ
の
具
体
的
提
案
と
し
て
、
暴
力
累
犯
性
の
精
神
病
質
性
犯
罪
者
の
処
遇

に
関
す
る
モ
ー
リ
ス
・
モ
デ
ル
（
．
ハ
ト
ナ
ー
連
邦
矯
正
施
設
で
の
実
践
）
と
ピ

ー
レ
フ
ェ
ル
ト
・
モ
デ
ル
（
著
者
も
参
加
し
た
、
社
会
治
療
専
門
家
会
議
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
構
想
に
か
か
る
も
の
）
を
提
示
し
、
社
会
内
処

遇
モ
デ
ル
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
奉
仕
命
令
を
範
と
し
て
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
で
試
み
ら
れ
て
い
る
「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
」
の
実
態
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
理
論
編
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
「
刑
罰
と
処
分
」
に
関
す
る
理
論
的
考

察
は
．
意
外
に
簡
単
で
あ
り
、
従
来
の
概
念
規
定
に
あ
ま
り
多
く
を
つ
け

加
え
て
い
な
い
。
又
、
刑
罰
と
処
分
の
二
元
主
義
に
関
し
て
も
、
著
者
の

既
発
表
の
見
解
へ
の
批
判
に
対
す
る
反
批
判
以
上
の
も
の
を
出
な
い
．

　
第
二
編
は
、
著
者
の
面
目
躍
如
た
る
部
分
で
あ
り
、
「
序
論
」
に
続
い

て
、
「
拘
禁
形
態
の
新
し
い
変
遷
」
の
章
で
、
フ
ー
ル
ス
ピ
ュ
ッ
テ
ル
ほ

か
三
施
設
、
男
女
混
合
処
遇
と
し
て
の
ホ
ル
セ
ル
ド
と
リ
ン
ゲ
と
い
う
デ

ソ
マ
ー
ク
の
施
設
が
紹
介
さ
れ
、
「
青
少
年
犯
罪
者
に
対
す
る
処
遇
」
の

章
で
は
、
ア
ル
ッ
ク
ス
ホ
ー
フ
（
ス
イ
ス
）
、
モ
ー
ガ
ソ
タ
ウ
ン
（
ア
メ
リ

カ
）
、
ハ
ー
メ
ル
ソ
（
西
独
）
の
三
施
設
の
状
況
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
次
い
で
、
「
女
性
犯
罪
者
に
対
す
る
処
遇
」
の
章
で
は
、
リ
ュ
ー
ペ

ッ
ク
ほ
か
二
施
設
で
、
西
独
の
現
在
の
女
性
受
刑
者
に
対
す
る
処
遇
の
現

況
が
語
ら
れ
、
「
精
神
病
質
（
性
格
異
常
）
犯
罪
者
に
対
す
る
処
遇
」
の
章

で
は
．
ベ
ル
リ
ン
・
テ
ー
ゲ
ル
、
　
メ
ス
タ
ク
。
ク
リ
ニ
ー
ク
　
（
オ
ラ
ソ
ダ
）
、

ミ
ッ
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ク
（
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
）
、
ヘ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ド
ヴ
ェ
ス
タ

ー
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
な
ど
七
施
設
、
「
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
処
遇
」

の
章
で
は
、
ハ
ー
ル
精
神
病
院
な
ど
西
独
の
四
施
設
、
中
央
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ミ
ッ
ド
・
ハ
ド
ソ
ソ
精
神
医
療
セ
ソ
タ
ー
の
ア

メ
リ
カ
の
二
施
設
に
関
す
る
詳
し
い
報
告
が
あ
る
。
こ
の
二
章
は
、
著
者

が
社
会
治
療
に
多
年
に
わ
た
り
関
心
を
も
ち
、
西
ド
イ
ッ
や
オ
ラ
ソ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
の
研
究
者
・
実
務
家
と
つ
き
合
い
、
小
ま
め
に

施
設
見
学
を
く
り
か
え
し
、
或
い
は
単
独
で
実
地
見
学
に
出
か
け
る
な
ど

し
た
日
頃
の
努
力
が
見
事
に
結
実
し
た
部
分
で
あ
る
。

　
最
後
の
章
は
、
「
薬
物
乱
用
犯
罪
者
に
対
す
る
処
遇
」
で
あ
り
、
こ
こ
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で
は
ハ
ー
ル
精
神
病
院
な
ど
、
三
ケ
所
の
具
体
的
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
私
は
、
常
日
頃
、
刑
事
政
策
は
、
頭
で
考
え
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
足
で
か
せ
が
な
け
れ
ぽ
い
け
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
人
か
ら
聞
い

た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
い
る
刑
事
政
策
は
、
頭
で
っ
か
ち
に
な
り
．
絵
空

事
に
な
り
か
ね
な
い
。
殊
に
、
外
国
に
出
か
け
る
チ
ャ
ン
ス
の
少
な
い
島

国
の
研
究
者
の
常
と
し
て
、
わ
ず
か
な
知
見
を
想
像
で
ふ
く
ら
ま
せ
て
、

観
念
の
遊
び
を
す
る
弊
害
が
あ
る
。
刑
法
理
論
学
の
よ
う
に
、
思
弁
が
先

行
す
る
学
問
領
域
で
も
、
最
近
、
社
会
科
学
の
方
法
論
を
用
い
た
り
、
実

証
研
究
の
成
果
、
刑
事
政
策
の
動
向
へ
の
連
動
を
心
が
け
る
論
著
が
増
え

て
い
る
。
実
務
家
に
よ
る
検
証
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
理
論
学
の
分

野
で
は
、
論
理
的
整
合
性
と
か
説
明
の
た
く
み
さ
、
分
析
・
分
類
の
さ
え

の
よ
う
な
抽
象
的
思
考
能
力
の
所
産
が
あ
る
程
度
、
物
を
い
う
。
だ
が
、

刑
事
政
策
の
分
野
で
は
、
常
に
、
待
っ
た
な
し
の
決
断
を
く
り
か
え
し
、

限
ら
れ
た
予
算
、
人
的
・
物
的
制
約
の
も
と
で
、
犯
罪
の
防
止
、
抑
圧
、

犯
罪
人
の
処
遇
、
社
会
復
帰
の
日
常
業
務
で
た
く
ま
し
く
生
活
し
て
い
る

実
務
家
が
、
理
論
や
仮
説
を
そ
の
実
践
の
場
で
検
証
す
る
。
宙
に
浮
い
た

議
論
は
、
説
得
力
を
も
ち
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
本
書
の

よ
う
に
、
欧
米
の
諸
国
が
現
に
行
な
い
、
或
い
は
行
お
う
と
し
た
り
、
失

敗
し
た
り
し
て
い
る
刑
事
政
策
の
現
実
と
展
望
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い

る
著
作
は
、
一
層
の
考
察
の
た
め
の
思
考
の
材
料
を
提
供
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
実
務
家
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
仕
事
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

三
　
本
書
に
対
す
る
注
文
は
、
勿
論
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
以
下
、
指
摘

す
る
諸
点
を
次
々
と
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
が
一
層
の
発
展
を

と
げ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
。

　
ω
本
書
は
、
比
較
的
短
時
間
で
ま
と
め
た
た
め
か
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、

誤
植
が
か
な
り
あ
り
、
か
つ
、
文
章
と
し
て
こ
な
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
個
所
も
少
く
な
い
。
著
者
は
、
割
合
、
分
り
や
す
い
文
章
を
書
く
タ
イ

プ
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
文
脈
が
混
乱
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ

る
の
は
、
推
稿
不
足
と
思
わ
れ
る
。
誤
植
の
例
・
人
名
・
マ
ー
チ
ン
ソ
ン

（
三
一
頁
）
、
グ
ル
ー
レ
（
三
四
頁
）
、
レ
ー
ン
（
六
〇
頁
）
、
バ
ー
バ
ラ
・
ウ
ー

ト
ソ
（
八
五
頁
）
、
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
リ
ー
プ
マ
ン
（
一
三
四
頁
）
．
地
名
・
ミ

ッ
タ
ー
シ
ュ
タ
イ
ク
（
二
三
頁
）
、
マ
イ
ン
・
プ
ロ
イ
ン
ゲ
ス
ハ
イ
ム
（
一

八
三
頁
）
、
カ
ゥ
フ
ボ
イ
レ
ン
（
二
五
二
頁
）
な
ど
。
ま
た
、
前
置
詞
と
定
冠

詞
と
の
融
合
形
の
語
尾
の
誤
植
が
目
立
つ
。
細
か
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

西
ド
イ
ッ
の
第
二
次
刑
法
改
正
法
の
公
布
を
一
九
七
四
年
三
月
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
刑
法
施
行
法
の
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
（
二
二
頁
）
。
処
遇
の
前

提
と
い
う
こ
と
で
、
若
干
の
学
者
の
犯
罪
者
分
類
に
言
及
し
た
と
思
わ
れ

る
が
（
三
三
頁
以
下
）
、
そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
余
り
に
も
古
典
的

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
分
類
と
現
実
の
矯
正
に
お
け
る
受
刑
者
分
類
（
三
八
頁

以
下
）
と
が
殆
ん
ど
有
機
的
関
連
性
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
．

　
働
次
に
、
や
や
実
質
的
な
問
題
点
に
ふ
れ
よ
う
。

　
社
会
内
処
遇
モ
デ
ル
と
し
て
、
著
者
は
、
西
ド
イ
ツ
の
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
に

言
及
し
、
こ
れ
を
成
人
を
も
含
む
「
社
会
内
処
遇
」
の
一
具
体
例
と
し
て

説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
此
の
西
ド
イ
ッ
の
試
み
は
、
少
年
裁
判
所
法
の

規
定
を
運
用
上
用
い
て
、
一
種
の
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
的
な
効
果
を
は
か
る
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べ
く
、
実
施
し
て
い
る
．
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
若
年
成
人
の
刑
事
裁
判
に
お

い
て
、
試
み
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
三
宅
孝
之
君
の
論
文
参
照
）
。
わ
が
国
で

は
、
試
験
観
察
と
補
導
委
託
が
類
似
の
制
度
と
思
わ
れ
る
が
、
著
者
は
、

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
運
用
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
刑

事
裁
判
所
で
の
運
用
な
の
か
、
若
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
裁
判
所
に
保
護
観

察
官
が
所
属
し
て
い
な
い
わ
が
国
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ど
う
や
っ
て
裁
判

所
の
判
断
と
こ
の
制
度
の
実
効
性
と
を
結
び
つ
け
う
る
の
か
な
ど
、
目
本

の
法
制
度
を
ふ
ま
え
た
具
体
的
な
提
案
で
あ
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
．

　
薬
物
乱
用
者
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
欧
米
で
は
、
た
し
か
に
、
麻
薬
の

乱
用
者
が
大
き
な
社
会
問
題
を
な
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
の
対
策
が

急
が
れ
て
い
る
。
他
力
、
わ
が
国
の
現
状
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
、
覚
醒

剤
の
乱
用
が
現
下
の
急
務
で
あ
る
。
薬
物
と
い
う
点
で
は
共
通
か
も
知
れ

な
い
が
、
し
か
し
、
社
会
的
立
地
条
件
と
か
、
製
造
者
と
消
費
者
の
間
に

介
在
す
る
組
織
暴
力
団
の
問
題
、
適
法
に
輸
出
さ
れ
た
原
料
が
、
近
く
の

国
で
簡
単
に
加
工
さ
れ
、
大
量
に
逆
輸
入
さ
れ
る
と
い
う
現
実
な
ど
、
日

本
の
今
目
の
社
会
問
題
に
固
有
な
検
討
を
要
す
る
論
点
が
あ
り
、
西
ド
イ

ツ
の
規
制
や
処
遇
の
実
態
が
、
ど
れ
ほ
ど
役
に
立
つ
か
、
い
さ
さ
か
疑
問

で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
改
正
さ
れ
た
「
麻
薬
法
」
（
わ
が
国
の
麻
薬
取
締

法
）
に
規
定
さ
れ
た
、
患
者
の
自
発
的
な
通
院
意
欲
を
強
制
治
療
の
猶
予

に
結
び
つ
け
る
社
会
内
処
遇
の
方
法
に
ふ
れ
な
い
の
は
何
故
か
疑
問
で
あ

る
。
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
、
宮
澤
訳
・
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
少
年
非
行

の
動
向
と
対
策
、
法
学
研
究
五
六
巻
九
号
、
一
九
八
三
年
、
特
に
、
四
六

頁
参
照
。

　
四
　
著
者
加
藤
君
の
特
色
は
、
刑
事
政
策
の
事
実
的
側
面
の
あ
く
な
き

探
究
欲
の
発
露
に
あ
る
。
し
か
し
、
事
実
面
だ
け
を
追
い
求
め
る
刑
事
政

策
は
、
実
は
、
空
し
い
作
業
に
終
始
す
る
。
何
故
な
ら
、
事
実
は
、
常
に

古
く
な
り
、
そ
の
探
究
し
た
現
実
は
、
そ
の
時
点
で
の
真
実
の
一
面
を
示

め
す
に
す
ぎ
ず
、
今
日
は
、
瞬
時
に
し
て
昨
目
と
な
り
、
直
ち
に
過
去
と

な
る
．
そ
の
時
点
で
考
察
し
た
「
事
実
」
な
り
「
真
実
』
は
、
極
め
て
短

時
間
の
「
相
対
的
真
実
」
に
す
ぎ
な
い
。
刑
事
政
策
の
事
実
面
に
だ
け
関

心
を
持
つ
者
は
、
回
顧
的
な
「
語
り
部
」
と
な
る
。
刑
事
政
策
も
、
理
論

が
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
実
定
法
秩
序
を
常
に
念
頭
に
置
い
た
理
論
家
で

あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
の
が
、
今
日
の
、
在
る
べ
ぎ
姿
の
「
刑
事
政
策

家
」
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
法
律
家
と
し
て
の
充
分
な
素
養
を
備
え
た

と
は
言
い
難
い
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
加
藤
君
の
論
著
の
弱
点
で
あ
っ
た
。

前
出
の
同
君
の
学
位
論
文
に
対
し
て
、
こ
の
点
の
補
強
を
求
め
た
の
は
、

ま
さ
に
、
刑
事
政
策
家
と
し
て
確
固
た
る
理
論
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、

寸
分
の
隙
の
な
い
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え

た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
法
学
研
究
・
前
出
五
六
巻
一
〇
号
、
二
九
頁
上

段
）
．
本
書
は
、
右
の
評
言
が
公
刊
さ
れ
た
直
後
に
出
版
さ
れ
た
事
情
も
あ

り
、
残
念
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
の
批
判
に
は
応
え
て
い
な
い
。
す
で
に
一
言

し
た
よ
う
に
、
刑
罰
と
保
安
処
分
に
関
す
る
説
明
は
、
全
く
の
御
座
な
り

な
解
説
に
終
始
し
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
殆
ん

ど
出
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
事
実
に
つ
い
て
、
比
較
的
物

を
知
っ
て
い
る
者
と
い
う
こ
と
は
言
え
て
も
、
刑
事
政
策
の
次
の
時
代
を

背
負
う
研
究
者
と
言
う
を
は
ば
か
る
。
本
書
の
勝
負
は
、
新
し
い
学
問
情
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報
を
し
っ
か
り
分
析
し
、
刑
事
政
策
の
理
論
の
展
開
を
き
ち
ん
と
ふ
ま
え

た
、
「
理
論
家
」
と
し
て
の
風
格
の
あ
る
研
究
老
と
な
る
か
否
か
で
決
ま

る
．
も
と
よ
り
、
二
、
三
の
外
国
文
献
を
下
敷
き
に
し
て
解
説
論
文
を
書

ぎ
、
そ
れ
を
十
数
本
た
め
て
本
に
す
る
と
い
っ
た
安
易
な
態
度
や
ア
メ
リ

カ
あ
た
り
の
文
献
シ
ソ
ー
ラ
ス
に
頼
っ
て
集
め
た
情
報
を
組
み
か
え
て
論

文
に
仕
立
て
る
と
い
っ
た
手
法
で
、
理
論
家
を
潜
称
す
る
の
で
も
な
い
。

自
分
の
手
で
こ
つ
こ
つ
と
文
献
を
集
め
、
そ
れ
を
読
み
、
自
分
の
頭
で
考

え
る
こ
と
が
、
す
べ
て
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
厳
密
な

ク
リ
テ
ィ
ー
ク
も
ま
た
必
要
で
あ
る
．
そ
の
一
例
を
示
め
す
。
刑
罰
と
処

分
に
つ
ぎ
、
二
元
主
義
的
な
理
解
に
関
連
し
、
「
レ
ッ
テ
ル
詐
欺
（
国
葵
9
－

言
霧
魯
註
邑
＆
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
た
し
か
に
、
コ
ー

ル
ラ
ウ
シ
ュ
論
文
の
全
刑
法
雑
誌
四
四
巻
、
一
九
二
四
年
、
三
三
頁
に
出

て
く
る
。
し
か
し
、
原
著
を
良
く
読
ん
で
み
る
と
、
そ
れ
は
、
コ
ー
ル
ラ

ウ
シ
ュ
が
、
一
九
一
二
年
五
月
の
イ
エ
ー
ナ
に
お
け
る
国
際
刑
事
学
協
会

ド
イ
ッ
部
会
、
一
九
二
一
年
九
月
の
バ
ン
ベ
ル
ク
に
お
け
る
ド
イ
ッ
法
曹

大
会
、
一
九
二
二
年
六
月
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ソ
ゲ
ン
に
お
け
る
国
際
刑
事
学
協

会
ド
イ
ツ
部
会
の
三
つ
の
会
合
で
学
者
や
実
務
家
が
い
り
み
だ
れ
て
、
刑

罰
と
処
分
に
関
す
る
代
替
主
義
、
併
科
主
義
の
争
い
を
展
開
し
た
状
況
を

回
顧
し
、
学
派
の
争
い
を
い
か
に
解
決
す
べ
き
か
に
つ
い
て
細
か
く
紹
介

し
、
検
討
す
る
文
章
の
中
に
出
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
矯
正
施
設
長

シ
ュ
ワ
ソ
ト
ナ
ー
の
発
言
と
明
記
し
て
カ
ヅ
コ
つ
ぎ
で
引
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
．
コ
ー
ル
ラ
ウ
シ
ュ
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
と
受
け
取

ら
れ
か
ね
な
い
「
引
用
」
は
、
正
確
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が

ら
、
そ
こ
で
の
議
論
は
、
刑
罰
の
執
行
を
終
え
た
受
刑
者
に
対
し
、
そ
の

者
を
公
共
危
険
性
の
故
に
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
「
保
安
の
見
地
で
引
き
続

き
拘
禁
す
る
」
（
の
酵
霞
暮
撃
葛
。
導
聾
）
と
い
う
提
案
に
関
し
て
、
名
称
は

「
処
分
」
で
あ
る
が
、
そ
の
執
行
の
現
実
は
「
刑
務
所
」
で
行
う
と
い
う

解
決
は
、
「
レ
ッ
テ
ル
の
詐
欺
」
と
受
け
取
ら
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
議
論

な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
コ
ソ
テ
キ
ス
ト
を
無
視
し
て
、
こ
の
議
論
を
保

安
監
置
な
ど
提
案
し
て
も
い
な
い
わ
が
国
の
処
分
提
案
に
対
す
る
反
対
論

の
中
で
引
用
す
る
若
い
学
者
が
居
る
（
そ
の
者
は
、
加
藤
君
の
著
書
の
一
〇
六

頁
に
出
て
く
る
）
が
、
こ
う
い
う
手
合
い
は
、
議
論
の
相
手
に
す
る
の
も
は

ば
か
る
曲
学
の
徒
輩
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
五
　
以
上
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
、
腹
蔵
な
く
私
見
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
、

こ
の
著
者
な
ら
ば
、
批
判
さ
れ
た
点
を
一
つ
一
つ
点
検
し
、
妥
当
で
あ
れ

ぽ
そ
れ
を
血
と
な
し
、
肉
と
な
し
、
自
説
を
修
正
す
る
の
み
か
、
さ
ら
に

補
強
し
、
着
実
に
、
批
判
老
の
牙
城
に
肉
迫
し
て
く
る
も
の
と
信
頼
し
う

る
か
ら
こ
そ
敢
え
て
行
っ
た
。
ど
う
で
も
い
い
相
手
、
さ
し
て
伸
び
る
見

込
み
も
な
い
者
に
対
し
て
．
い
や
味
を
言
っ
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
と
思
え

ば
、
す
べ
て
を
わ
き
ま
え
た
ほ
ほ
笑
み
を
も
っ
て
黙
殺
す
る
こ
と
が
、
大

人
の
智
恵
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
加
藤
君
が
、
そ
の
第
三
の
著
作
に
お

い
て
、
評
老
に
と
っ
て
も
苦
い
こ
の
文
章
に
対
し
、
事
実
を
も
っ
て
応
じ

て
く
れ
る
こ
と
を
念
じ
．
好
漢
の
自
重
と
精
進
を
期
待
し
．
筆
を
欄
く
。

　
　
　
　
　
（
慶
鷹
通
信
・
一
九
八
四
年
・
A
5
判
・
三
一
〇
頁
・
三
三
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
澤
　
浩
一
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